
１.事務事業の目的・概要

２.成果参考指標

3.事業費 4.改善策の実施状況

5.評価時点での現状（客観的事実・データなどに基づいた現状）

①困っている「状況」

②困っている状況が発生している「原因」

③原因を解消するための「課題」

８．今後の方向性（課題にどのような方向性で取り組むのかの考え方）
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・景観計画未策定の10市町村へ対しては、引き続き、関係市町村毎の課題解決等に向けて支援していく。
　（特に、財政的支援については現在の補助制度の見直しを図りながら、必要とされる補助に特化していく。）

・景観アドバイザー制度については、より具体的な事例を用いてのＰＲに努めた上で、活用を継続していく。
　但し、近年の派遣実績等を踏まえて予算規模については、縮小していく。

・県民の景観意識向上をより広く図るための施策を改めて検討していく。

７.まだ残っている課題（現状の何をどのように変更する必要があるのか）
・これまでに県内19市町村中、9市町が独自
の景観計画を策定した（平成29年7月現在）
ことで、よりきめ細かな景観行政が実施できて
いる。

・県民や市町村等から景観アドバイザー派遣要
請が前年度並みにあり、その助言、指導等が活
かされた。

・県民の景観意識の向上を目的の一つとしてい
るしまね景観賞への応募件数は、近年では、ほ
ぼ横ばい傾向が維持されている。
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前年度実績 今年度計画

取組目標値
指標名 景観重点地区数（累計）
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30年度 31年度年度 27年度

①市町村による景観計画策定状況（平成29年7月現在）　…　９市町（松江市、浜田市、出雲市、益田市、大田市、江津市、奥出雲町、津和野町、海士町）
②景観アドバイザーの派遣要請　…　４件：延べ人数６名　　（平成4年の制度創設からの累計　…　343件：延べ人数604名）
③しまね景観賞の応募件数　…　１０９件　（平成5年の応募開始からの応募累計件数　…　3,043件）
④ふるさと島根の景観づくり補助金交付申請実績　…　３件
⑤条例に基づく大規模行為等の届出件数　…　１１２件

うち一般財源（千円） 1,931 1,384

達成率
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％

市町村

市町村が景観計画で特に重要と定めた地区の数
実績値

取組目標値

－

事　業　費（b）（千円） 14,912
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事務事業評価シート

目
的

（１）対象 県・県民・市町村・事業者

（２）意図 地域性豊かな景観を守り伝えるとともに地域にあった魅力ある景観づくりを目指す。

平成３年に「ふるさと島根の景観づくり条例」を公布し景観施策を実施してきたが、平成１６年に「景観法」が制定されて以降は、市町村が景観行政団体（景観
法に基づいて良好な景観形成のための施策を実施していく団体）に移行し、独自の景観計画（景観に関するまちづくりを進める上で基本となる計画）を策定する
ことを支援している。
また、市町村、県民及び事業者が景観づくりを進める際に、技術的な助言・指導等を行うとともに、県民の景観に対する意識啓発を図るため、普及啓発事業を
行っていく。

評価実施年度： 平成２９年度

28年度 29年度

10.0 11.0

事務事業の名称 魅力ある景観の保全創造事業

事務事業担当課長 都市計画課 景観政策室長　糸原 勝則 電話番号

上位の施策名称
施策Ⅲ－４－３
景観の保全と創造

景観計画策定市町村数（累計）
目標値

景観計画を策定した市町村の数

・景観計画未策定の市町村の多くは、同計画策定の必要性の理解不足と優先度等が低く、また市町村の
規模が小さいことなどから、人員体制や財政事情等に課題を抱えており、進展しない。
・景観アドバイザー制度については、要請があれば速やかに各専門家の意見が聞けて、かかる経費（報
酬と費用弁償のみ）に比して大きな効果が期待できるが、それらに対する理解等が不足している。
・しまね景観賞は平成29年度で第25回目と回数を重ねてきており、今後は新たな手法等による県民の
景観意識向上を検討していく時期に来ている。

・景観計画未策定の市町村への より有効な説明と理解、及び計画策定に対する財政的支援の継続

・景観アドバイザー制度の理解不足に対する関係機関への周知方法

・県民の景観意識向上を、より幅広く効果的に行う施策の検討・実施

％
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前年度の課題を踏まえた
改善策の実施状況

③改善策を検討中

実績値

達成率

－

・景観計画未策定の10市町村の策定見通しが立たない。

・景観アドバイザー制度については、県関係機関や市町村等へのＰＲ等を行ってはいるものの、まだ充
分な活用が図られていない。

・しまね景観賞の応募者数は、近年ではほぼ横ばいであるが、ピーク時と比較すると大きく減少してお
り、景観意識の向上へ向けての普及啓発としては限られたものになりつつある。

６.成果があったこと（改善されたこと）

地区


